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『
宇

都

宮

空

き

家

会

議
』
が
開
校
し
た
、
地
域

の
た
め
に
活
用
し
た
い
人

や
空
き
家
の
活
用
に
興
味

関
心
が
あ
る
人
同
士
が
集

い
、
学
び
を
深
め
る
『
空

き
家
の
学
校
』
。

　

第
一
回
目
と
し
て
、
専

門
家
か
ら
知
識
や
技
能
を

学
び
つ
つ
、
五
十
年
の
木

造
平
屋
の
実
際
の
空
き
家

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
受
講
生

と
七
十
名
ほ
ど
の
学
生
が

改

修

作

業

を

行

い

ま

し

た
。
そ
し
て
、
二
〇
二
一

年

十

一

月

二

十

一

日

（
日
）
に

一

日

限

定

の

駄

菓
子
屋
『
あ
き
や
の
だ
が

し
や
』
を
オ
ー
プ
ン
。

　

受
付
に
百
円
を
渡
す
と

駄

菓

子

が

五

個

貰

え

る

他
、
輪

投

げ

や

射

的
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
卓
球
な

ど
の
ゲ
ー
ム
へ
の
参
加
で

お
菓
子
が
追
加
で
貰
え
る

仕
組
み
。
か
つ
て
は
雑
草

で
荒
れ
、
も
の
で
溢
れ
て

い
た
空
き
家
で
、
子
ど
も

と
大
人
が
お
菓
子
や
ゲ
ー

ム
を
通
し
て
交
流
す
る
景

色
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
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ここはもともと祖父母が使っていた家なんですけど、まさかこんなに素敵な空間になるなんて思っていません

でした。叔母も「おじいちゃん、おばあちゃんも天国で相当喜んでるよ」と言っていました。空き家のまま朽

ち果てていくだけでは何の役にも立たないし、かえって迷惑になってしまうじゃないですか。空き家が社会問

題化されている中で『あきやのだがしや』がモデルケースになって、全国に広がってくれたらいいなと思います。

… 家 主 さ ん の こ と ば …

空き家の活用を目の当たりにした方から、

『地域のために使ってほしい』

となんとご支援金までいただいてしまいました…！

地 域 の 空 き 家 を 活 用 し、課 題 解 決 へ と 向 か っ て い く

一歩のために、大切に使わせていただきます。

ウ レ
シ イ

ニ ュ
ー ス

『 空 き 家 の 学 校 』 運 営 メ ン バ ー『 あ き や の だ が し や 』 に 関 わ っ て く れ た 学 生 た ち

企画・運営を担当した
白金 励大（しろがね れお）さん（21）

授業の合間を縫いながら準備を進めてきました。平日の作業となる

と中々人が集まらなくて大変でしたが、他大学も含めた多くの学生

や地域の大人たちを巻き込んで約 3 ヶ月でここまで形にしました。

いま、多くの人びとで賑わう風景を前にして、地域の人に喜んでも

らえる場所を作れたという嬉しい気持ちでいっぱいです！
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タキヤ project とは、 栃木県宇都宮市にある元酒屋（タキヤ）を地域のコミュニティイベントスペースにする

プロジェクトです。「あそこにいけば、誰かいる」。そんな家でもなく職場でもないサードプレイスをつくるべ

く、2021 年の夏より、民間団体『宇都宮東ローターアクトクラブ』・官民連携団体『宇都宮空き家会議 』・学

生団体『torinosu』の３者協働で発足しました。地域住民や宇都宮大学生を巻き込みながら、地域の人々や近

隣の小中高生、大学生や留学生が自主的に活動できる場所・多種多様な人と人とが出会う場所にしていきます。

“ タ キ ヤ p r o j e c t ”

ス タ ー ト ！ ！

人 と 人 、 街 と 人 を 繋 ぐ “ タ キ ヤ p r o j e c t ”

ハ ロ ウ ィ ン ウ ォ ー ク ラ リ ー を 開 催 し ま し た ！ ！

宇都宮市立峰小学校に通う児童たちが地域と関わる

イベントの一環として、ハロウィンウォークラリー

を開催しました。コロナ禍において遊ぶ機会や場所

を失ってしまっている子どもたちの楽しみをつくる

ということはもちろん、お菓子を貰いながら『子ど

も 110 番の家』を巡ることで、防犯意識を高めると

いう狙いも。当日は約 60 名ほどの子どもが参加し、

地域で暮らす方との交流を楽しみました。
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タキヤ project 代表

地域創生科学研究科 社会デザイン科学専攻 建築学プログラム １年生　

盛合 一功（もりあい ひでかつ）さん

酒 屋 さ ん を 借 り 受 け 、 2 0 2 1 年 8 月 よ り 始 動 し た “ タ キ ヤ p r o j e c t ” 。 学 生 や 社 会 人 な ど お
よ そ 3 0 ～ 4 0 名 ほ ど の メ ン バ ー の も と 、 お 年 寄 り か ら 子 ど も ま で 、 多 世 代 の 人 が 気 軽 に 足
を 運 び 交 流 で き る 『 地 域 の 集 会 所 』 に す る た め 、 日 々 活 動 を 行 っ て い ま す 。 今 回 、 そ ん な
タ キ ヤ p r o j e c t で 代 表 を 務 め る 盛 合  一 功 （ も り あ い  ひ で か つ ） さ ん に お 話 を 伺 い ま し た 。

いまの社会では、「子どもが学校に行けない」「高齢者がなにかできない」という課題（＝マイナスの要素）に対し、

最低限補うという対策をとっていると思います。でも私は、課題というマイナスの要素からさらに新たな価値

を見出したいと思っています。その『課題を価値に』を実践するため、空き家会議さんに声をかけさせていた

だき、元酒屋の空き店舗を借り受け、タキヤ project が始まりました。当初は一人でスタートしたので不安や

寂しさはありましたが、今では SNS や人伝にタキヤ project を知り活動に参加してくれる方が少しずつ増えて

きて、“仲間が増える” ということもやりがいの一つになっています。

まちづくりは終わりのないもの。つまり、「イベントを一度開催したら地域が良くなる」

というようなことは全く無く、「いかに継続していくか」を考えることが大切だと思っ

ています。そのためにタキヤと人とが継続的に関わり、つながり合える仕組みづくりを

行っていきたいです。今は、宇都宮大学の新入生向けに壁を塗るワークショップを企画

しているところです。元酒屋のタキヤはとても広い場所ですが、実は『壁を作る』とい

う計画は一切していなくて。カーテンを貼ったり掲示板を設置したりなど、柔軟に空間

が変化できるようにすることで、多世代が集える場になるのではないかと思っています。

少しでも興味を持った方は、ぜひワークショップにご参加下さい。お待ちしています！
ワークショップは 4 月に開催予定！

随時 SNS をチェックしてみてください◎

地域の子ども 110 番の家を巡る『ハロウィンウォークラリー』、タキヤにあっ

た冷蔵庫を活用し、苦学生のためのブックポストにする『TAKIYA BOOK 

CYCLE』などといった取り組みを行っています。また、週に 1 度、改修プ

ランについて考えたり新しいイベントについて議論を深めたりする『アイデ

ア会議』を行っています。会議自体は比較的オープンに開催していて、地域

の方々との関わりしろを定期的につくるということに重きをおいています。

会議を通し、タキヤの関係人口をもっと広げていきたいです。
TAKIYA BOOK CYCLE
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タ キ ヤ p r o j e c t を 始 め た き っ か け は 、『 課 題 を 価 値 に 』 と い う 思 考 力

地 域 の 人 を 巻 き 込 み な が ら 行 っ て い る 取 り 組 み

タ キ ヤ p r o j e c t の こ れ か ら
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